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ビ ウ レ ッ トお よ び 尿 素 加 熱 物 の

家 畜 に 対 す る 作 用
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Effects of biuret and heated urea on farm animals 

Hisayoshi Iwata, Kunihiko Kobayashi, Yoshichika Sato 

             and Yasuto Watanabe

1.緒 言

先 に 筆 者 等 はビウレット お よびビウレット を 多 量 に含 む 加熱 尿 素 を シ ロネ ズ ミに与 え て

若 干 の生 理 試 験 を な した結 果 を報 告 した が,1,2)こ こに は 山羊 ・乳 牛 ・羊 ・馬 ・豚 ・兎等 の

家 畜 に与 え実験 した 結 果 を ・括 して 報 告 し よ うと思 う.

近 来ビウレット を家 畜 に与 え て実 験 した 研 究報 告 が 数 点 見 られ るが,要 す るに ネ ズ ミ ・

ニ ワ ト リ ・羊 ・山 羊 ・牛 等 に ビ ウ レ ッ トを 多 量 に 食 べ させ て も急 性 的 に も 慢 性 的 に も何 等

毒 性 の な い こ とは 一致 して い るが,効 力 の有 無 に つ い て は 必 ず し も一致 して い な い.

上 坂 等(1954)3)は3頭 の 山羊 に 少量 の ビ ウ レッ トを与 え て毒 性 の な い こ とを報 告 して い

る.Belasco(1954)4)お よびHale(1956)5)は 第 一一胃内菌 類 は ビ ウ レッ トを利 用 しに くか

つ た と報 告 し て い る.Repp等(1955)6)はビウレット を水 に とか して 羊 の第 一 胃内 に注 入

してみ て害 は な か つ た と報 告 して い る.

Meiske等(1955)7)は1区10頭 ず つ の子 羊 で試 験 した結 果,11bの 増 重 に 要 す る飼 料

の量 は,ビ ウ レッ ト0.85％ 添 加 区 で は9.861b,粗 製ビウレット(尿 素 を 加 熱 した もの で

尿 素46go,ビウレット4％,ト リウ レッ ト6.5%,シ ヤ ヌー ル酸6・5%を 含 む)0・85%

添 加 区 で は10.521b,尿 素0.85％ 添 加 区 で は9.761b,大 豆 粕5.9%添 加 区で は9・531b

で,無添加 区 では14.951bと な り,ビ ウ レッ トが子 羊 の成 長 に対 して尿 素 と同様 に有 効 で

あ る こ とを報 告 して い る.次 にBerry等(1956)s)は1区9頭 ず つ の子 羊 に,1％ の 粗 製

ビ ウ レッ ト(ビウレット 約60%と 尿素 約40%を 含 む),1%尿 素,当 量 の綿 実粕 を与 え た

3区 につ い て,84日 闇 試験 した結 果,飲 水 量 が 多 く食 欲 がへ る場合 が あ る も,ビ ウ レット

は 尿 素 と同効 率 で 利 用 され る こ とを示 し て い る.同 氏 は さ らにビウレット3％ と尿素2%

を含 む 綿 実 粕 入 りの飼 料 を羊 に与 え,す なわ ち1日689の 多量 の ビ ウ レッ ト を与 え て,

72日 間試 験 した場 合 に は,何 等 異 常 が なか つ た と報 告 して い る.ま た1区9頭 ず つ の雄 牛

に多 量 の粗 製 ビウ レッ トを与 え,尿 素 あ るい は 綿実 粕 を与 え た もの と,84日 間 にわ た つ て,

効 力 を比 較 した が,ビウレット は 尿素 よ り も劣 つ て い た と報 告 し てい る.



II.実 験 材 料 と 実 験 法

A.実 験 材 料

1.加 熱 尿素 市 販 の粒 状 尿素 を洗 面器 中 で加熱 して とか して,ま ぜ な が ら約150℃

で5～6時 間 加 熱 した 後 放 冷 し,粉 砕 して 自 色 の粉 末 と した.こ の もの に粗 製 ビ ウ レッ ト

を 加 え て,ビウレット含量5000と な る よ うに した.

2.粗 製ビウレット(純 度80%)一 つ は'Thiel-Uhlfelder法 に よつ て,尿 素 に 塩

素 ガ スを 通 じな が ら140℃ に加熱 してビウレット と し,こ れ か ら分 離 す る方 法 に よつ た.

一 つ は 前 記 の よ うに して 尿 素 を加熱 した後
,こ れ を熱 水 に とか して冷 却 結 晶 させ て とつ て,

110℃ で 乾 か した.こ の もの に次 記 の純ビウレット を加 え て ビ ウ レッ ト含 量 を80%と な

る よ うに調 製 した.

3.純ビウレット 粗 製ビウレット を アル カ リ性 アル コ ール に 加熱 溶 解 させ て こ し と

り,こ れ を 中 和 して後,ア ル コー ル を去 り,ビウレット 結 晶 を とつ て 水 か ら再結晶 させ,

そ の針状 結 晶 を110℃ で 乾 か した.純 度 は9乳5%前 後 で あつ た.

な お ほ か に東 洋 高 圧ユニ業 株 式 会社 研 究 所 か ら 提 供 され た もの も 用 い た。 これ も 純 度 は

97.5%で あ つ た.

B.ピ ウ レ ッ トの定 量 法

1,ビ ウ レッ ト含 蚤 の多 い場合 日本 硫 安 工 業 協 会 尿 素 分 析 小 委 員 会9)の 方 法1こよつ

た.す な わ ち供 試 液 を つ く り,こ れ に 酒 石 酸 カ リソーダ 銅錯 堆 の試 薬 を加 え て発 色 さ せ,

ベ ッ クマ ン分 光 光 度 計 を 用 い,波 長540mμ で 測 定 した.

2.ビ ウ レ ッ ト含 量 の少 な い 場 合(微 量 定 量 法)10)ペ ーパー ク ロマ トグ ラ ブ法 に よ り,

水飽 和ローブタノール を 展 開 剤 と して分 離 して,RfO.44の 所 を切 りとつ て 浸 出 ・発 色 し

て,ベ ッ クマ ン分 光 光 度 計 を 用 い,紫 外 線 部225mμ で測 定 した.

C.飼 養 試 験 法

常 用 飼料 に供 試 ビ ウ レッ トを添 加 して飼 養 し,家 畜 の健 康 状 態 と生 産 状 態 を観 察 し,時

に は血 液 や 乳 の成 分 を調 べ た.

III.乳 用 山 羊 に よ る 実 験

1.乳 用 山羊5頭 に良 質 野 草 と外 に 少量 の ヌ カ ・フ ス マ類 を与 え,こ の フ スマ中に 毎 日,

粗 製 ビ ウ レッ ト(純 度80%)59を加えて,5～20日 問飼 つ た後,そ の 乳 を とつ て調 べ た

結 果 はTable1に 示 す よ うに,脂 肪 含 量 や 非 蛋 白質 窒 素 化 合物 に ほ とん ど変 化 は な く,

また外 観 風1な どに も変 化 は なか つ た.

Table 1. Effect of 5 g day dose of crude biuret (80%) on composition of goat milk.



2.別 に雄の成長 した山羊および子山羊に青草 とフスマを与え,こ のフスマの中に毎 日

加熱尿素(ビウレット50;o)59を まぜて,10日 問飼つた後,そ の他に粉末尿素59を 加

えて夏に10日間 飼い,次 には尿素の量を109と なして更に10日 間飼つたが,末 期になつ

て飲水量が多少増加したものがあつただけで他に異常は認められなかつた.

IV.乳 牛 に よ る 実 験

乳牛について春 と冬の2回 にわたつて実験を行なつた.

1.春 の青草 と濃厚飼料 と外に毎 日409の 尿素を食べている栄養の十分な乳牛に,毎 日

409の 加熱尿素(ビウレット50%)を 与えて異期代替試験を行なつた.す なわち第1期10

日間は上記の常用飼料を与え,第2期10日 間はこの外に毎 日加熱尿素409を 朝 夕2回 に

分与 し,第3期10日 間は再び第1期 と同様にした.

飲料水は自由にのませ,毎EI屋 外運動をさせるなど,す べて平常通 りに管理 した.そ の

結果はTable2の ようになつた.

Table 2. Effect of 40g day dose of heated urea on cow milk 
      (Experiment with urea, grass and concentrates).

2.冬 期 トウモロコシエンシレージと大根葉 と濃厚飼料 と外に毎 日409の 尿素をとつて

いる栄養十 分な乳牛に,毎 日粗製ビウレット(純 度80％)209を 朝夕2回 に分与して,異

期代替試験を行つた.す なわ ち 第1期7日 間は上記の常用飼料を与え,第2期7日 間は

この外に粗製ビウレット209を 与えて,第3期7日 間は再び第1期 と同様にした.こ の乳

牛の.血液と乳の成分を比較した結果はTable3の ようになつた.

上記の両実験結 果によつて,ビ ウレッ トは乳牛に対 して何等悪影響はな く,乳 量も減少

せず,乳 の性質にもその成分にも,血 液の非蛋白質窒素化合物にも影響のないことがあき

らか となつた.



Table 3. Effect of 20g day dose of crude biuret on cow milk 

 (Experiment with urea, cornsilage, grass and concentrates).

V.羊 に よ る 実 験

1.成 長した雄羊3頭 に加熱尿素(ビ ウレッ ト50,,%)を1頭1日 につき109を フスマ

にまぜて与え,外 に青草を十分に与えて,10日 間観察したが何等異常を認めなかつた.次

いで成長 した雌羊6頭 に常用飼料の外に,1頭1日 につき59の 粗製ビウレット(純 度80

%)と309の 尿素を与えて,10日 間観察したが,こ れ もまた何等異常を認めなかつた.

2.成 長 した雌羊3頭 を常用飼料で長い間飼つた後,1頭1日 につき加熱尿素(ビ ウレッ

1・5d%)59を 与えて5日 間飼い,そ の前後の血液をとつて非蛋白質窒素の定量をなした.

その結果はTable4に 示すように何等変化は認められなかつた.

Table 4. Effect of heated  Urea on non-protein N. of sheep blood.

VI.馬 ・豚 ・兎 に よ る 実 験

1.去 勢 農 馬2頭 に加 熱 尿素(ビ ウ レッ ト50,0)を1頭1日109を 飼 料 に まぜ て 与 え,

10日 間 つづ け たが 何 等 異 常 は 認 め られ なか つ た.

2.雌 の若 豚,生 後4ヵ 月,体重20kg内 外 の もの3頭 に,毎 日粗 製 ビ ウ レッ ト(純 度



80％)を1頭 につき159を3回 にわけて飼料にまぜて与え,8日 間つづけたが何等異常を

認めなかつた.

3.雄 家兎,体 重2kg位 のものを,純 ビウレッ ト(純 度97%)39を 青草 とフスマに

まぜて7日 問飼つた.ま た体重1.5kgの 若兎に加熱尿素1日109を 与えて,30日 間飼つ

た.こ の際いずれも何等異常を認めなかつた.

VII.シ ロネズ ミに よ る ビウレッ トの吸 収 ・排 泄

成熟 した雄シロネズミに,毎 日玄米149と 純ビウレット19を 混合して水煮したものを

与え,対 照区には159の 玄米だけを水煮 して与えて,い ずれも予備飼育の後,7日 間の窒

素収支を測定 した.な おビウレット の定量は前掲の微量法によつた.そ の結果はTable5

のようになつた.

Table 5. Absorption and retention of  biuret N. by albino rats (mg in 7 days).

上 表 に よつ て 明 らか な よ うに,ビウレット は ほ とん ど全 部 吸 収 され るが,た だ ち に 尿 中

に排 泄 され る こ とを認 め た.な お この ネ ズ ミの血 液 と尿 中 の ビ ウ レ ッ ト含 量 な らび に 内臓

の分 布 を調 べ た結 果は,Table6の よ うに な つ た.

Table 6. Effect upon biuret contents in blood and urine.

 Biuret was taken on average 836.4 mg per day.

す なわ ちビウレット 約19(無 水 純ビウレット と して975mg)を 与 え て,そ の尿 中 に

ビウ レ ッ トを848mg見 い だ した わ け で あ る.し か し,血液 中 のビウレット 含 量 は ほ とん ど

増 し て い なか つ た.な お 尿中のビウレット 類 をぺーパー ク ロマ トグ ラ フ的 に前 述 の よ うに



して分 別 し,パ ラ ジ メチ ル ベ シザ ル デ ヒ ドで 発 色 定 性 した 結 果,玄 米 だ け を与 え た もの の

尿中に はRfO.29と0.13の2点 が 認 め られ た が,ビウレット をつ け 加 えて 与 え た もの の

尿中に は0.39,0.29,0.14の3点 が 認 め られ た.こ の うち0.29は 尿 素 で,0.39は ビ ウ レ

ヅ トで あつ た.

VIII.要 約

1.多 量 の純ビウレット,粗 製 ビ ウ レ ッ トまた は加 熱 尿素 を各 種 の家 畜 に与 えて,そ の

健 康 や 生 産 に対 す る影 響 を し らべ た結 果,何 等 異 常 を認 め な か つ た が,ま た特 別 の効 果 も

認 めな か つ た.

2.平 素 少量 の尿 素 と十 分 の常 用 飼 料 を食 べ て い る乳 牛 に,粗 製 ビ ウ レ ッ トを 毎 日20g,

また は加 熱 尿素40gを 与 え,7～10日 間 つ づ け た が,泌 乳1}1ヒに も,乳 脂 肪 に も,血 液 や乳

の非 蛋 白質窒素 に も,ほ とん ど変 化 を認 め なか つ た.

3.乳 用 山羊 に毎 日粗 製ビウレット5gを 与 え,5～20日 間 飼 つ た が,そ の前 後 に お い

て 乳 の 脂肪 含 量 に も非 蛋 白質 窒 素 に もほ とん ど変 化 は な か つ た.

4.羊 に加 熱 尿素 毎 日59を 与 え5～10日 間 飼 つ たが,健 康 に も血 中 の非 蛋 白質窒 素 に

もほ とん ど変 化 は な か つ た.

5.馬 ・豚 ・兎 にビウレット を与 え た が 異 常 は認 め られ なか つ た.

6.成 長 した シ ロ ネ ズ ミに毎 日19の 純ビウレット を与 え て,吸 収排 泄 を し らべ た 結 果,

きわ め て よ く吸収 され る も直 ち に殆 ん ど全 部 そ の ま ま尿中に 排 泄 され,体 内 に と ど ま らな

い こ とを認 め た.
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 Résumé 

   1. Pure biuret (97 %), crude biuret (isolated from heated urea and pure 

biuret was added to produce an 80 % biuret mixture), and heated urea (prepared 

by mixing heated urea and crude biuret to make a 50 96 biuret mixture) were 

fed to various animals and theit effects were observed.



   2. Milk goats were fed on rations containing 5 g of crude biuret for 5-20 

days. There were no effects on their health nor on the fat and non-protein 

nitrogen of the milk. Goats were fed on diets containing 5 g of heated urea 

for 10 days, then, 10 g of urea were added to this ration for another 10 days. 

There were no effects on their health, but in some cases the amount of their 

water consumption increased. 

   3. Milk cows, fed on normal rations containing 40 g of urea, were given 

daily either 20 g of crude  biuret or 40 g of heated urea for 7-10 days. There were 

neither effects on their health, yield of milk or contents of fat and non-protein 

nitrogen in the milk, nor on the non-protein nitrogen content of the blood. 

   4. Sheep were given daily 5-10 g of heated urea for 5-10 days. Other sheep 

were given 5 g of crude biuret and 30 g of urea for 10 days. In each of these 

cases there were no effects on their health nor on the content of non-protein 

nitrogen in the blood. 

   5. Daily, 10 g of heated urea were fed to horses for 10 days, 15 g of crude 

biuret to sows for 8 days, 3 g of pure biuret to adult rabbits for 7 days, and 

10 g of heated urea to young rabbits for 30 days. There were no apparent 

effects on their health. 

   6. Adult albino rats were given 1 g of pure biuret every day with 14 g 

of rice and experiments on nitrogen metabolism were carried out. It was found 

that the biuret had been almost completely absorbed and then excreted in the 

urine, and that the nitrogen had not been retained in the rat body. In these 

cases, biuret content increased remarkably in the urine but very slightly in 

the blood.
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